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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

糸状菌の微細形態を詳細に観察するため、マイクロ流体デバイスの作製を行なった。
フォトリソグラフィを用いてマイクロ流体デバイスの型を作製するため、筑波大学
の設備であるパターン投影リソグラフィシステムを用いてクロムマスクを作製した。

実験
Experimental

2D-CADで作製した図面をパターン投影リソグラフィシステム (μPG501,
Heidelberg instruments)でマスクブランクス(AZP1350, Clean Surface
Technology)に描画し、クロムマスクを作製した。シリコンウェハにSU-8をスピン
コートし、クロムマスクを介して露光することでマイクロ流体デバイス用の型を作
製した。作製したマイクロ流体デバイスの型をPDMSで転写し、カバーガラスに接
着することでマイクロ流体デバイスを作製した。

結果と考察
Results and Discussion

糸状菌は菌糸を伸長させて生育する多細胞生物であるため、顕微鏡観察時にZ軸方
向へピントがずれることが課題であった。本実験では菌糸の詳細な観察を行うため、
流路の高さが菌糸幅と同程度であるマイクロ流体デバイスを作製した(Fig. 1)。内部
の流路は1菌糸を観察するもの(Fig. 2)、菌体全体を観察するもの(Fig. 3)を作製した。
Fig. 2, 3に示したように菌体全体にピントの合った撮影により、マクロ形態とミク
ロ形態の詳細な観察が可能となった。
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Fig. 1 External view of the microfluidic device.
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Fig. 2 Microfluidic device for single hypha observation.
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Fig. 3 Microfluidic device for hyphal observation.
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